


ご使用方法 
 

<前面（ALARM 1 表示）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<前面（ALARM 1 と 2 表示）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電池の交換 
 

電池挿入箇所は時計の裏側にあります。電池を入れる時“ＲＣＣ”

スイッチをＯＮの位置に合わせると電波修正機能が働きます。“Ｒ

ＣＣ”スイッチをＯＦＦの位置に合わせると、時計は電波受信機能

を停止します。（“ＲＣＣ”スイッチは時計を初期化する時、または

リセットする時に使用します。） 

 

電池蓋を空け、単三電池 3 個を＋・－マーク表示に従って挿入しま

す。 電池を挿入したら、一度“ＲＥＳＥＴ”ボタンを押して時計

を初期化してください。 液晶表示で午前 8:00 1月 01日 日曜日、 

室温と湿度が表示されます。これで時計は使用可能状態となります。 
 

重要事項：電池挿入後にＲＥＳＥＴボタンが押されていない場合は

時計の機能は正常に始動しません。電池挿入後には必ずＲＥＳＥＴ

ボタンを押して時計を始動させてください。 

 

ディスプレイ表示が暗い、あるいは表示が消えた場合、また“ＳＮ

ＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ”ボタンを押してもライトが暗いか、点灯し

ない、或いはナイト・ライト（夜間用弱ライト）がＯＮのモードで

もライトが点灯しないなどの場合は新しい電池に交換してくださ

い。 

 

時刻電波の受信 
 

電池を挿入すると、時計は自動的に時刻電波を検索します。ディス

プレイ右上のコーナーにある電波マークが点滅し始め、時計が電波

を感知していることを示します。ＥまたはＷのマークが点滅し、現

在時計が（４０KHｚか６０KHｚの）どちらの局を受信しているかを

表します。電波をうまく受信すると、時計は現在の時刻とカレンダ

ー（日付）を表示し、電波マークが点滅を終了し、時刻合わせが完

了したことを表します。 

 

 

 

 

 

<裏面> 

 

 

 

 

 

 

 

“アラーム 2”スイッチ          “アラーム 1”スイッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        <電池蓋> 

 

 

 

 

 

注意： 

1. 標準電波の受信中に時刻やカレンダーの設定を行ったり、ア

ラームがなった時は直ちに受信を停止します。 

2. この時計は標準電波の受信によりその機能を果たしますので、

使用場所により電波が弱すぎたり、正しく受信できないこと

があります。この場合は電波マークが消え、受信に失敗した

ことを表しますので、時計の向きを変えるか別の場所へ移動

させて、うまく受信をさせてみてください。ＳＥＴボタンを

押すと受信が開始できます。ＳＥＴボタンを一度押し、受信

を再開してください。受信できない場合は手動で時刻修正を

行ってください。 

 

手動による時刻修正 
 

始めに“ＳＥＴ”ボタンを 2 秒間ほど押すと年の数字が点滅します。

“▲”ボタン、または“▼”ボタンを押してセットします。一度押

すごとに年数字は 1 年変わります。次に“ＳＥＴ”ボタンを一度押

すと月と日の数字が点滅します。“▲”ボタン、または“▼”ボタ

ンを押してセットします。一度押すごとに日の数字が一つ変わりま

す。日の数字が月を過ぎると、月の数字が変わります。“ＳＥＴ”

ボタンをもう一度押します。時と分の数字が点滅します。“▲”ボ

タン、または“▼”ボタンを押してセットします。ボタンを押すご

とに分数字が一つ変わります。“00”分を過ぎると、時の数字が変

わります。 

 

注： 

修正中、“▲”ボタン、または“▼”ボタンを約 2 秒間押し続ける

と数字は早送りされます。 

 

“ＳＥＴ”ボタンをもう一度押すと修正を終了しますが、ボタンを

押さずに時計を約 30 秒間そのままにしても、修正モードは自動的

に終了します。 

 

 

 

 

 

 

アラームの使用方法 
 

デュアル・アラーム機能により二つの異なるアラーム時刻を設定す

ることが出来ます。以下の方法に従いアラームをセットしください。 

 

アラーム１のセット:“▲”（ＡＬＭ１ ＳＥＴ）ボタンを一回押し

ます。アラーム１のアラーム時刻が点滅します。そこで“▲”ボタ

ン、または“▼”ボタンを押してアラーム時刻をセットします。一

度押すごとに分数字が一つ変わります。“00”分を過ぎると、時数

字が変わります。“▲”ボタン、あるいは“▼”ボタンを 2 秒程押

し続けると数字は早送りされます。 

アラーム 1 のセット後、時計を 5 秒ほど放置します。アラーム・セ

ットが自動的に完了します。 

 

アラーム２のセット:“▼”（ＡＬＭ2 ＳＥＴ）ボタンを一回押し

ます。アラーム 2 のアラーム時刻がカレンダー位置で点滅します。

そこで“▲”ボタン、または“▼”ボタンを押してアラーム 2 のア

ラーム時刻をセットします。 

一度押すごとに分の数字が一つ変わります。“00”分を過ぎると、

時の数字が変わります。“▲”ボタン、または“▼”ボタンを 2 秒

ほど押し続けると数字は早送りされます。 

アラーム 2 のセット後、時計を 5 秒ほど放置するとアラーム・セッ

トが自動的に完了します。 
 

アラーム及びスヌーズ機能について 

アラーム 1 を使用するには“アラーム 1”スイッチを“ＯＮ”の位

置に合わせます。するとアラーム１の位置にアラーム・マークが表

示されます。 

 

アラーム２を使用するには“アラーム 2”スイッチを“ＯＮ”の位

置に合わせます。月と日の表示がアラーム 2 の時刻に変わります。

同時にアラーム 2 の位置にアラーム・マークが表示されます。 

 

現在時刻がアラーム1またはアラーム2のアラーム時刻に達すると、

クレセンド・アラームが低音量で鳴り始め、次第に大きくなります。

アラームは約 4 分間鳴ります。アラームが鳴っている時“ＳＮＯＯ

ＺＥ／ＬＩＧＨＴ”ボタンを押すと、スヌーズ・バックライト機能

が働き、アラームは一度停止し、約 5 分後に再び鳴り出します。 

 

“ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ”ボタンを押さずにアラームが 4 分後

に停止した場合も、自動的にスヌーズ機能が働き、約 5 分後に再度

鳴り始めます。 

 

スヌーズ機能を使用せず、アラームを止めたい時は該当する“アラ

ーム”スイッチを“ＯＦＦ”の位置へセットしてください。 

 

注意： 

1. 自動スヌーズ機能は最初の鳴り出しを含めて最大 8 回リピー

トします。最後に 4 分間鳴った後は自動スヌーズ機能は働き

ません。 

2. スヌーズ機能を使用中にもう一方のアラームが停止した場合

にスヌーズは停止します。 

3. 若しアラーム 1 とアラーム 2 を使用中、スヌーズを共に使用

した場合は後のスヌーズが優先され、初めのスヌーズはキャ

ンセルされます。 

 

バック・ライトの使用方法 
 

“ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ”ボタンを押すとバックライト機能が

働き、ライトが約 4 秒間点灯します。 

 

 

 

 

アラーム機能と省エネ（以下エコ）機能のデモ方法 
 

アラーム機能をお試しになる場合は“ＤＥＭＯ”ボタンを押し続け

てください。 

 

エコ機能をお試しになる場合は“ＡＵＴＯ－ＥＣＯ”スイッチを“Ｅ

ＣＯ”の位置にセットし、“ＥＣＯ－ＤＥＭＯ”ボタンを押し続け

てください。 

 

ナイト・ライト機能をお試しになる場合は“ＡＵＴＯ－ＥＣＯ”ス

イッチを“ＡＵＴＯ”の位置にセットし、“ＥＣＯ－ＤＥＭＯ”ボ

タンを押し続けてください。 

 

ナイト・ライト（夜間の弱照明）とエコ機能の使い方 
 

ナイト・ライト機能を使用するには“ＡＵＴＯ－ＥＣＯ”スイッチ

を“ＡＵＴＯ”の位置にセットします。この時、電球のマーク  

が表示され、 暗闇になるとディスプレイが自動的にやわらかく光

ります。エコ機能を使用するには“ＡＵＴＯ－ＥＣＯ”スイッチを

“ＥＣＯ”の位置にセットします。ディスプレイが消えてエコモー

ドマーク   が表示され、暗闇でもディスプレイのナイト・ライ

トは点灯せず電池の節約になります。スイッチが“ＥＣＯ”の場合

は、周囲が明るくなるとディスプレイは正常に戻ります。  

ナイト・ライト機能、エコ機能の両方とも使用しないときは“ＡＵ 

ＴＯ－ＥＣＯ”スイッチを“ＯＦＦ”の位置にセットしてくださ

い。 

 

製品仕様 
 

＜時計機能＞ 

■東日本、西日本の標準電波送信局を自動選局して受信する電波修

正機能付時計。午前 2 時、3 時、４時、に自動受信（最大３回／日） 

■時計精度：平均月差±30 秒以内（常温での使用時） 

      （電波受信による時刻修正を行わない場合） 

■表示：時刻、カレンダー、気温及び湿度 

 

＜アラーム機能＞ 

■アラーム：４分間の電子音アラーム。最初は低く鳴り、次第に大

きく鳴るクレセンド アラーム音。 

■デュアルアラーム機能：２つのアラーム時刻を同時に表示。 

■スヌーズ機能：５分間のスヌーズ機能が最大８回まで。 

 

＜温度・湿度計測＞ 

■使用温度範囲：0℃～＋50℃ 

■温度表示：－9.9℃～＋60℃ 精度：±2℃ 

 （－9.9℃以下は LL 表示、70℃以上では HH 表示） 

■湿度表示範囲： 20％～90％（温度表示０－５０度の場合） 

精度：25℃で 60％の時±7％  

 

■動力源：ソーラーパワー及び単 3 電池（3 本） 

■電池寿命： 約 12 カ月 

      （アラーム設定毎日 1 回・ライト 1 回使用した場合） 

      （ナイト・ライト機能を１日６時間使用の他は、 

        ３００ルクスのバックライト使用条件下） 

 

SNOOZE/LIGHTボタン 
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